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む
す
び
に
か
え
て

は
じ
め
に

明
治
三
十
年
代
の
一
時
期
、
現
在
の
会
津
若
松
の
地
に
会
津

法
律
学
校
と
い
う
、
法
律
専
門
学
校
が
存
在
し
て
い
た
。
設
立

さ
れ
た
の
は
、
同
校
が
出
し
た
『
認
可

会
津
法
律
学
校
規
則

書
』
に
よ
れ
ば
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年
十
月
で
あ
る
が
、

同
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
に
は
廃
校
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
の

で
、
ご
く
短
期
間
存
在
し
て
い
た
学
校
で
あ
る

（
１
）

。

会
津
法
律
学
校
や
こ
れ
に
関
係
し
た
人
物
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
拙
稿
三
稿
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い

（
２
）

。

特
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
の
が
、
校
長
を
務
め
て
い
た

安
西
與
四
郎
な
る
人
物
で
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は
『
会

1



津
法
律
学
校
校
長
・
安
西
與
四
郎
に
つ
い
て
』
を
超
え
る
資
料

を
会
津
地
域
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

会
津
地
方
の
新
聞
で
あ
る
『
会
津
日
日
新
聞
』
は
、
会
津
若

松
市
立
図
書
館
で
明
治
三
十
六
年
か
ら
の
記
事
が
確
認
可
能
で

あ
る
。
そ
れ
以
前
の
学
校
の
様
子
を
知
る
資
料
は
会
津
で
は
未

だ
確
認
で
き
ず
に
い
る
為
、
資
料
を
別
の
地
に
求
め
る
こ
と
に

し
た
。

前
記
『
認
可

会
津
法
律
学
校
規
則
書
』
の
末
に
は
、「
本

校
卒
業
生
及
生
徒
」
と
題
す
る
校
友
名
簿
が
附
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）
年
三
月
時
点
で
の
ま
と
め

で
あ
る
。
名
簿
に
は
卒
業
生
・
在
校
生
徒
の
姓
名
・
属
性
・
原

籍
地
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
限
り
、

生
徒
は
福
島
県
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
で
は
あ
る

が
、
山
形
県
・
新
潟
県
・
茨
城
県
・
栃
木
県
か
ら
も
来
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
中
で
も
目
を
引
く
者
と
し
て
、
山
形
県
出
身

で
士
族
の
伊
藤
久
末
な
る
人
物
が
い
る
。
伊
藤
久
末
は
会
津
法

律
学
校
の
前
身
で
あ
る
正
法
塾
が
作
成
し
た
『
巡
査
試
験

問

題
及
解
答
』
の
中
で
、
刑
事
訴
訟
法
分
野
の
解
答
を
作
成
し
た

別
科
乙
種
卒
業
生
と
し
て
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
会
津
法
律

学
校
の
出
身
原
籍
地
一
覧
を
見
る
と
、
士
族
は
一
割
未
満
で
あ

り
、
福
島
県
以
外
の
出
身
で
士
族
で
あ
っ
た
の
は
、
こ
の
伊
藤

だ
け
で
あ
る
。

伊
藤
久
末
と
は
如
何
な
る
人
物
か
、
ま
た
、
な
ぜ
会
津
若
松

の
地
の
法
律
学
校
に
そ
の
名
が
あ
る
の
か
。
会
津
法
律
学
校
の

名
は
、
山
形
県
に
ま
で
知
れ
渡
っ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
疑

問
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
会
津
法
律
学
校
の
新
た
な

側
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
が
本

稿
を
執
筆
す
る
動
機
で
あ
り
、
目
的
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
伊

藤
の
出
身
地
と
考
え
ら
れ
る
置
郡
・
米
沢
で
は
、
如
何
な
る
教

育
状
況
で
あ
っ
た
の
か
を
確
認
し
つ
つ
、
会
津
法
律
学
校
が
米

沢
に
お
い
て
人
々
に
知
ら
れ
る
機
会
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て

見
て
い
き
た
い
。

１

米
沢
の
教
育
状
況

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
の
学
制
発
布
以
来
、
全
国
に
小
学

校
が
開
設
さ
れ
、
後
の
教
育
令
・
学
校
令
を
経
て
各
学
校
は

整
っ
て
い
た
。
中
等
教
育
も
発
達
し
た
が
、
法
律
専
門
学
校
な

ど
は
東
京
や
関
西
圏
に
あ
る
の
み
で
、
全
国
的
展
開
は
な
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
。
米
沢
で
は
中
等
教
育
と
し
て
、
藩
校
の
流
れ

を
く
む
米
沢
尋
常
中
学
校
興
譲
館
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

南
置
賜
郡
蠶
業
学
校
や
工
業
学
校
な
ど
も
設
立
さ
れ
て
い
た
が
、

文
系
の
実
学
系
の
学
校
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
米
沢
で
は
よ
り
専
門
的
な
法
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学
教
育
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
法

学
に
限
ら
ず
、
地
方
に
い
な
が
ら
専
門
的
な
学
問
を
学
ぶ
機
会

は
、
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

米
沢
は
、
教
育
に
大
い
な
る
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
中
等
教
育
を
早
く
か
ら
行
っ
て
い
た
の
は
、
そ
の
表

れ
で
あ
ろ
う
。
関
心
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
旧
藩
主

上
杉
家
が
資
金
援
助
を
し
て
、
旧
藩
士
た
ち
の
子
弟
教
育
の
た

め
の
基
金
を
作
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
教
育
熱
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
せ
ら
れ
る
点
と
し
て
、
地
元
の
新
聞
に
載
せ

ら
れ
る
学
校
に
関
す
る
記
事
・
広
告
の
多
さ
を
指
摘
し
た
い
。

米
沢
の
地
元
新
聞
で
あ
る
『
米
澤
新
聞
』
の
第
四
面
は
ほ
ぼ

広
告
で
あ
る
が
、
学
校
関
係
の
広
告
は
毎
回
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

広
告
が
出
さ
れ
た
学
校
も
、
公
立
・
私
立
、
通
学
す
る
も
の
・

通
信
教
育
な
ど
様
々
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
明
治
三
十
年
以
降
で
見
る
こ
と
の
で
き
た
『
米

澤
新
聞
』
か
ら
、
米
沢
に
お
け
る
教
育
に
関
わ
る
広
告
を
見
る

こ
と
で
、
当
時
の
状
況
を
確
認
し
て
み
た
い

（
３
）

。

（
１
）
通
信
教
育

通
信
教
育
の
広
告
は
多
く
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
学
校
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
東
京
に
あ
る
専
門
学
校
の
通
信

教
育
で
あ
る
。

中
で
も
数
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、「
東

京
修
士
館
」
と
い
う
、
東
京
の
本
郷
向
ヶ
岡
に
あ
る
学
校
で
あ

る
（
４
）

【
資
料
１
】。

「
東
京
修
士
館
」
は
、
本
課
・
別
課
・
講
医
部
と
い
う
三
つ

の
課
部
か
ら
成
っ
て
い
る
が
、
本
課
に
設
置
さ
れ
て
い
る
文
官

高
等
試
験
科
・
辯
護
士
試
験
科
・
文
官
普
通
試
験
科
な
ど
は
法

律
専
門
学
校
で
も
教
育
目
的
に
あ
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
れ
ら
を
希
望
す
る
者
に
と
っ
て
は
目
を
引
く
も
の
で
あ
っ
た

資
料
１
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と
思
わ
れ
る
。「
各
科
共
壱
千
名
宛
を
限
り
独
習
員
を
募
集
」

す
る
と
あ
り
、
三
課
部
内
に
は
十
五
科
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

誇
大
広
告
と
と
れ
な
く
も
な
い
。
ど
の
く
ら
い
の
独
習
員
が
集

ま
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
地
方
に
い
て
勉
学
を
志
す
人

に
と
っ
て
は
、
魅
力
的
な
通
信
教
育
に
映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

明
治
中
頃
の
社
会
で
人
気
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
学
問
が
学

べ
る
と
い
う
点
で
は
、「
至
誠
学
院
通
信
部
」
の
広
告
も
興
味

深
い
【
資
料
２
】。「
至
誠
学
院
」
は
、
独
逸
学
の
専
門
学
校
で

あ
る

（
５
）

。
ま
た
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
、
女
性
を

対
象
と
し
た
通
信
教
育
で
あ
る
「
大
日
本
女
学
会
」
の
広
告
も

載
せ
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い

（
６
）

【
資
料
３
】。

他
に
も
、
理
系
分
野
の
専
門
学
校
や
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
学

問
分
野
を
取
り
込
ん
だ
専
門
学
校
の
通
信
教
育
の
広
告
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
米
沢
の
教
育
熱
の
高
さ
が
伺
い
知
れ

る
。（

２
）
丁
酉
義
塾

明
治
三
十
（
一
八
九
七
）
年
十
一
月
、「
丁
酉
義
塾
」
が
創

立
さ
れ
た
。
こ
の
塾
は
米
澤
市
立
町
市
志
方
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
、「
志
あ
る
の
男
子
」
で
、「
日
中
学
問
修
養
の
時
間
を
有

せ
ざ
る
も
の
ゝ
為
に
夜
中
志
す
所
の
学
課
を
練
磨
」
す
る
こ
と

資
料
３

資
料
２
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が
目
的
で
あ
っ
た
。
興
譲
館
の
よ
う
な
中
等
教
育
を
受
け
ら
れ

な
い
者
に
、
夜
間
教
育
を
施
そ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
で
あ
る

（
７
）

。

「
丁
酉
義
塾
学
則
」
に
よ
れ
ば
、
第
一
条
に
お
い
て
「
綱
領

第
三
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
の
目
的
を
達
せ
ん
か
為
め
に
農
工

商
実
地
応
用
に
必
須
な
る
高
等
ノ
学
課
を
授
く
」
と
し
、
第
二

条
に
お
い
て
「
和
文
・
漢
文
・
英
語
・
数
学
・
経
済
・
法
律
・

速
記
術
」
を
学
課
と
し
て
い
た
。
卒
業
期
限
は
一
カ
年
で
あ
り

（
第
三
条
）、
入
学
を
希
望
す
る
者
は
願
書
を
出
し
束
脩
金
五
十

銭
を
納
付
す
る
こ
と
（
第
九
条
）、
月
謝
は
一
カ
月
金
三
十
銭

（
第
十
条
）
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
授
業
は
一
日
三
時
間
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
時
間
の
始
ま
り
終
わ
り
に
つ
い
て
は
「
日
の

長
短
に
因
り
之
を
定
」（
第
四
条
）
と
あ
る
の
で
、
確
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

（
８
）

。

こ
の
丁
酉
義
塾
は
、
翌
年
の
明
治
三
十
一
（
一
八
九
八
）
年

三
月
、「
来
四
月
四
日
よ
り
学
課
を
改
正
し
て
漢
学
・
算
術
の

時
間
を
増
設
」
し
、
塾
員
二
十
名
を
募
集
す
る
と
い
う
記
事
を

『
米
澤
新
聞
』
に
掲
載
し
た
。
そ
し
て
四
月
五
日
に
は
塾
の
規

模
拡
大
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
特
別
広
告
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
新

た
な
時
間
割
・
講
師
陣
な
ど
も
提
示
さ
れ
た

（
９
）

【
資
料
４
】。

こ
こ
か
ら
は
、
従
来
不
確
定
で
あ
っ
た
塾
の
授
業
時
間
が
午

後
六
時
三
十
分
よ
り
始
ま
る
こ
と
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
時

間
割
が
決
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た

資
料
４
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の
が
英
語
で
、
木
曜
日
以
外
は
常
に
一
時
間
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
法
律
系
の
科
目
と
し
て
は
、「
憲
法
・
美
辞
学
」「
民
法
」

「
商
法
」
が
週
に
一
時
間
ず
つ
設
定
さ
れ
て
い
る
。
授
業
担
当

者
に
つ
い
て
は
、
東
京
専
門
学
校
の
卒
業
生
の
櫻
井
美
成
・
尻

高
幹
太
郎
、
明
治
法
律
学
校
校
友
で
弁
護
士
の
須
田
信
藏
な
ど

の
名
が
見
え
る
。
中
等
教
育
的
な
塾
に
お
い
て
、
法
律
科
目
を

設
定
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
そ
れ
だ
け
、
米
沢
の
実
業
界

に
と
っ
て
、
法
律
の
知
識
は
必
要
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
の
法
律
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
た
ち
が
、
地
方
の
法
律

学
校
を
作
る
例
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
丁
酉
義
塾
は
法
律
専
門
学

校
で
は
な
い
が
、
専
門
の
学
問
を
修
め
た
櫻
井
や
尻
高
、
弁
護

士
と
な
っ
て
い
る
須
田
な
ど
を
講
師
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

東
京
で
得
た
知
識
を
地
元
に
還
元
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
こ
と
が
伺
え
よ
う
。

２

『
米
澤
新
聞
』
に
見
え
る
会
津
法
律
学
校

前
述
し
た
よ
う
に
、
米
沢
で
は
教
育
熱
が
高
か
っ
た
こ
と
が

伺
わ
れ
、
色
々
な
教
育
内
容
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
機
会
が
あ
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
明
治
三
十
一
年
に
で

き
た
会
津
法
律
学
校
は
、
米
沢
で
認
知
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

米
沢
と
会
津
は
、
江
戸
時
代
か
ら
峠
を
越
え
て
行
き
来
す
る
間

柄
で
あ
り
、
文
化
的
・
経
済
的
に
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た
。『
米

澤
新
聞
』
に
も
、
会
津
の
企
業
広
告
は
頻
繁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
（
１０
）

。で
は
、
会
津
法
律
学
校
に
関
す
る
新
聞
広
告
な
ど
は
、
存
在

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

確
認
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
本
文
記
事
二
件
、
広
告
六
件
を
見

い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
以
下
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
記
し
て
お

き
た
い
。

（
１
）
記
事

�
安
西
與
四
郎
氏
の
来
米

明
治
三
十
年
九
月
二
三
日
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る

（
１１
）

。

●
安
西
與
四
郎
氏
の
来
米

実
用
刑
法
学
の
著
作
者
と
し
て
知
ら
れ
た
る
若
松
正
法

塾
長
安
西
與
四
郎
は
、
実
業
視
察
の
為
め
来
米
せ
ら
れ
、

立
町
綱
木
屋
方
に
投
宿
せ
り

（
読
点
は
筆
者
が
加
筆
）

会
津
法
律
学
校
の
開
校
前
、
す
で
に
会
津
に
お
い
て
正
法
塾

を
開
き
校
長
を
つ
と
め
て
い
た
安
西
與
四
郎
が
、
実
業
視
察
の

た
め
の
米
沢
に
来
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
米
沢
に
来
る
と
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い
う
の
を
、
来
米
（
ら
い
べ
い
、
と
読
ま
せ
る
の
で
あ
ろ
う
）

と
す
る
の
は
、『
米
澤
新
聞
』
に
お
い
て
は
よ
く
見
ら
れ
る
表

記
方
法
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
興
味
深
い
の
は
、「
実
用
刑
法

学
の
著
作
者
と
し
て
知
ら
れ
た
る
」
と
い
う
部
分
で
あ
ろ
う
。

安
西
の
著
作
と
し
て
は
、
明
治
三
十
年
の
こ
の
段
階
で
は
ペ
ン

ネ
ー
ム
逢
水
漁
史
の
『
二
十
三
年
候
補
者
の
夢
』、
逢
水
居
士

の
『
新
豪
傑
』
の
二
点
が
国
会
図
書
館
で
確
認
で
き
る
だ
け
で

あ
り
、
上
記
「
実
用
刑
法
学
」
な
る
書
名
の
も
の
は
今
の
と
こ

ろ
目
に
し
て
い
な
い

（
１２
）

。
記
事
上
、
は
っ
き
り
と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
同
書
名
の
本
を
安
西
は
出
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
今
後
、
更
に
確
認
が
必
要
な
項
目
で
あ
る
。

�
会
津
法
律
学
校
の
始
業

明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事

が
あ
る

（
１３
）

。●
会
津
法
律
学
校
の
始
業

過
般
其
筋
の
認

を
得
た
る
同
学
校
は
、
更
に
東
京
よ

り
良
講
師
を
招
聘
し
、
来
る
十
二
月
の
日
よ
り
始
業
し
、

専
ら
実
用
的
法
律
学
を
教
授
す
る
よ
し
、
而
し
て
入
学

者
の
便
宜
を
計
り
寄
宿
舎
を
設
け
、
参
考
用
図
書
を
貸

与
し
、
生
徒
に
は
厳
粛
な
る
監
督
を
加
へ
、
誠
実
懇
篤

に
教
導
し
て
其
素
志
目
的
を
貫
徹
せ
し
め
ん
こ
と
を
力

め
、
教
科
は
別
科
・
専
科
・
本
科
の
三
科
に
分
け
、
巡

査
志
願
者
を
始
め
判
任
文
官
・
高
等
文
官
・
弁
護
士
の

受
験
者
を
養
成
す
る
目
的
な
る
か
、
該
学
校
は
数
年
前

よ
り
正
法
塾
と
称
し
法
律
学
を
教
授
し
来
れ
る
を
改
称

拡
張
せ
し
も
の
に
て
、
今
日
ま
て
卒
業
の
上
任
官
せ
る

も
の
は
実
に
百
数
十
名
の
多
き
に
及
し
由
な
れ
は
、
地

方
の
為
め
斯
学
希
望
者
の
為
め
に
利
益
を
與
ふ
る
、
蓋

し
尠
か
ら
ざ
る
へ
し

（
読
点
は
筆
者
が
加
筆
）

会
津
法
律
学
校
が
設
立
認
可
申
請
を
し
た
の
が
同
年
九
月
十

四
日
、
主
務
庁
の
許
可
を
得
た
の
は
十
月
七
日
、
開
校
は
十
二

月
七
日
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
許
可
を
得
て
開
校
す
る
間
の
記

事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
学
校
自
体
の
広
告
も
同
日
よ
り
掲

載
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
広
告
で
は
な
く
、
記
事
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
面
白
い
。

『
米
澤
新
聞
』
を
見
て
い
る
と
、
本
文
記
事
と
し
て
学
校
の

内
容
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
前
述
し
た
丁
酉
義
塾
と
、

後
述
す
る
東
京
専
門
学
校
ぐ
ら
い
で
あ
る
。
丁
酉
義
塾
は
米
沢

に
作
ら
れ
た
学
校
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
当
た
り
前
と
も
思

え
る
。
東
京
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
後
で
も
述
べ
る
よ
う
に
、
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新
聞
社
と
何
ら
か
の
パ
イ
プ
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の

で
、
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
不
審
に
は
思
わ
れ
な

い
（
１４
）

。で
は
、
会
津
法
律
学
校
の
開
校
が
わ
ざ
わ
ざ
記
事
に
な
っ
た

の
は
、
な
ぜ
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

推
測
さ
れ
る
こ
と
と
し
て
は
、
設
立
者
で
あ
る
安
西
の
存
在

で
あ
ろ
う
。
安
西
は
東
京
法
学
院
お
よ
び
東
京
専
門
学
校
文
科

卒
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
ら
、
東
京
専
門
学
校
と
近
い
関
係
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
『
米
澤
新
聞
』
と
も
、
人
的
な
関
係
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
）
開
校
の
広
告

会
津
法
律
学
校
の
始
業
の
記
事
が
出
た
十
一
月
二
十
二
日

（
第
八
九
七
号
）
か
ら
、
同
月
二
十
九
日
（
第
九
〇
二
号
）
ま

で
、
連
続
六
回
に
わ
た
っ
て
会
津
法
律
学
校
の
生
徒
募
集
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
の
八
日
間
で
、

新
聞
自
体
は
二
十
四
日
と
二
十
八
日
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
、
六
日
間
連
続
で
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

実
際
の
広
告
が
【
資
料
５
】
で
あ
る

（
１５
）

。

こ
の
文
面
は
な
か
な
か
面
白
い
の
で
、
次
に
あ
げ
て
お
く
。

生
徒
募
集

本
校
は
其
筋
よ
り
認
可
勢
ら
れ
た
る
に
付
、
本
年
十
二

月
五
日
よ
り
始
業
し
、
左
の
各
科
生
徒
を
募
集
し
、
望

の
向
ハ
履
歴
書

束
脩
金
一
望
及
望
の
学
科
を
配
し
、

至
急
申
込
む
べ
し
、
本
校
は
調
査
の
上
許
否
を
通
知
す
、

但
入
学
拒
絶
向
へ
は
該
束
脩
金
を
返
戻
す

●
別
科

（
巡
査
志
望
者
三
ヶ
月
卒
業
）
二
十
五
名

資
料
５
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●
専
科

（
判
任
文
官
志
願
者
六
カ
月
卒
業
）
廿
五
名

●
本
科

（
高
等
文
官
辯
護
士
受
験
科
三
ヶ
年
卒
業
）

十
五
名

学
費
…
…
各
種
共
束
脩
金
一
圓
月
謝
一
圓
寄
附
料
四
円

七
十
銭
（
時
価
に
依
り
高
低
す
る
こ
と
あ
る
べ
し
）

費
金
二
十
銭
以
上
学
費
は
全
部
又
は
一
ヶ
年
分
宛
前
納

講
義
…
…
時
間
は
毎
日
午
後
一
時
よ
り
寄
宿
生
に
限
り

参
考
用
図
書
を
貸
与
す

入
学
者
は
寄
宿
通
学
共
に
本
縣
内
公
民
一
名
を
保
證
人

と
な
し
入
学
證
を
差
出
す
へ
し
、
入
学
證
は
入
学
許
可

者
に
雛
形
を
送
付
す

本
校
生
徒
の
成
績
は
時
々
保
證
人
へ
通
知
す
、
寄
宿
生

の
監
督
本
校
其
責

任
す

正
法
塾
卒
業
生
は
本
校
々
友
と
為
す
、
現
塾
生
徒
は
本

校
へ
継
続
す

福
島
縣
下
会
津
郡
若
松
町
二
丁
目
旧
馬
場
口

明
治
三
十
一
年
十
一
月

会
津
法
律
学
校

こ
の
広
告
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
で
は
全
く
わ
か
ら

な
か
っ
た
、
会
津
法
律
学
校
の
規
模
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

正
法
塾
の
時
代
か
ら
あ
っ
た
の
が
専
科
（
但
し
、『
巡
査
試

験

問
題
及
解
』
に
附
さ
れ
て
い
る
正
法
塾
学
則
で
は
、
撰
科

と
記
さ
れ
る
）
と
別
科
で
あ
る
。
専
科
は
判
任
文
官
志
願
者
用

で
卒
業
期
限
六
カ
月
、
別
科
は
巡
査
看
守
志
望
者
用
で
卒
業
期

限
三
ヶ
月
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
の
二
科
は
そ
の
ま
ま
移
行
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
学
費
に
つ
い
て
は
、
別
科
授
業
料
と
し
て
正

法
塾
学
則
に
「
束
脩
金
壱
円
、
月
謝
金
七
拾
銭
」
が
規
定
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
幾
分
値
上
が
り
し
た
よ
う
に
思
え

る
。
こ
の
他
、
寄
附
料
と
あ
る
の
は
、
今
で
い
う
寄
付
金
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寄
付
金
の
金
額
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の

は
興
味
深
い
。

そ
し
て
、
法
律
学
校
に
な
っ
た
こ
と
で
、
本
科
が
新
設
さ
れ

た
。
本
科
の
内
容
を
み
る
と
、
高
等
文
官
や
弁
護
士
試
験
を
受

験
す
る
者
を
対
象
と
し
て
お
り
、
他
の
二
学
科
に
見
え
る
三
ヶ

月
・
六
カ
月
な
ど
の
速
成
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
東
京
な
ど
に
あ

る
法
律
専
門
学
校
と
同
じ
三
ヶ
年
制
度
と
し
て
い
る
の
が
特
色

か
と
思
わ
れ
る
。

講
義
は
午
後
一
時
か
ら
始
ま
る
と
あ
る
が
、
正
法
塾
で
の
始

業
時
間
な
ど
は
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は

移
行
し
た
制
度
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

広
告
を
出
す
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
広
告
料
金
を
新
聞

社
に
払
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
当
時
、『
米
澤
新
聞
』
の
広
告
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料
は
ど
れ
く
ら
い
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
新
聞
に
記
載
さ
れ

て
い
る
広
告
料
は
、「
五
號
活
字
二
十
字
詰

一
行
金
五
銭
」

と
な
っ
て
い
る

（
１６
）

【
資
料
６
】。
広
告
の
う
ち
、「
生
徒
募
集
」
や

「
会
津
法
律
学
校
」
の
文
字
は
五
号
活
字
で
は
な
い
が
、
そ
の

他
の
活
字
は
一
行
二
十
字
の
五
号
活
字
で
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
と
な
る
と
、
本
文
と
な
る
広
告
文
は
二
十
四
行
で

あ
る
の
で
、
こ
の
分
は
百
二
十
銭
。「
生
徒
募
集
」
や
「
会
津

法
律
学
校
」
が
そ
れ
ぞ
れ
二
行
分
で
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
二
十
銭
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
計
百
四
十
銭
（
一

円
四
十
銭
）
が
、
一
回
の
広
告
を
出
す
た
め
に
必
要
な
金
額
と

考
え
る
と
す
る
と
、
六
日
間
に
わ
た
っ
て
掲
載
し
た
こ
と
か
ら

八
円
四
十
銭
の
広
告
料
を
も
っ
て
、
自
校
を
宣
伝
し
た
こ
と
に

な
ろ
う
。

当
時
の
『
米
澤
新
聞
』
の
代
金
は
一
部
一
銭
五
厘
、
一
カ
月

三
十
銭
で
あ
っ
た
。
こ
の
広
告
料
金
が
高
額
で
あ
っ
た
か
否
か

は
、
に
わ
か
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
そ
れ
な
り
の
料
金
で

あ
っ
た
と
は
思
う
。
す
で
に
正
法
塾
を
運
営
し
卒
業
生
を
輩
出

し
て
い
る
中
で
、
学
校
規
模
を
拡
張
す
る
こ
と
は
カ
ケ
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
毎
日
の
よ
う
に
広
告
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

宣
伝
効
果
を
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

実
際
に
開
校
さ
れ
て
以
降
は
、
更
に
広
告
を
出
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
特
に
、
明
治
三
十
三
年
に
は
前
述
し
た
『
会
津
法
律

学
校
規
則
書
』
や
『
第
三
版

増
補
訂
正

巡
査
試
験
問
題
解

答

全
』
を
発
行
し
て
お
り
、
学
校
と
し
て
は
全
盛
期
を
迎
え

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
確
認
し
て
み
た
。

が
、
記
事
も
広
告
も
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
米
沢
か
ら
の
入
学

者
が
見
込
め
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
な
の
か
、
は
た
ま
た
別
の

理
由
が
あ
っ
て
広
告
を
出
さ
な
か
っ
た
の
か
。

現
時
点
で
は
、
明
治
三
十
一
年
の
開
校
広
告
ま
で
が
、
米
沢

に
お
い
て
会
津
法
律
学
校
の
存
在
を
知
ら
し
め
る
も
の
と
し
て

認
識
で
き
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
卒
業
生
・
伊
藤
久
末

明
治
三
十
年
再
版
と
記
さ
れ
る
『
巡
査
試
験

問
題
及
解

答
』
の
中
で
、
刑
事
訴
訟
法
を
解
答
し
て
い
る
別
科
乙
種
卒
業

生
と
あ
る
の
が
、
伊
藤
久
末
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
に
出
さ

資
料
６
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れ
た
『
認
可

会
津
法
律
学
校
規
則
書
』
の
末
に
附
さ
れ
て
い

る
校
友
名
簿
か
ら
も
、
山
形
県
置
郡
出
身
の
士
族
と
し
て
、
伊

藤
の
み
が
見
え
る
。

伊
藤
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
正
法
塾
が
明
治
三
十
年
再
版

し
た
本
で
あ
る
か
ら
、
会
津
法
律
学
校
が
と
な
る
前
、
正
法
塾

時
代
の
校
友
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
会
津
法
律
学
校
と
な
っ
て

か
ら
、
米
沢
か
ら
生
徒
が
や
っ
て
き
た
の
か
ど
う
か
は
、
明
治

三
十
三
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
校
友
名
簿
が
存
在
す
る
の
か
ど

う
か
不
明
な
こ
と
も
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

で
は
、
伊
藤
は
正
法
塾
を
卒
業
し
て
か
ら
、
ど
う
な
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

伊
藤
は
士
族
で
あ
っ
た
の
で
、
米
沢
出
身
者
で
組
織
さ
れ
た

『
有
為
会
雑
誌
』
を
紐
解
い
て
み
た
が
、
そ
の
名
を
見
つ
け
出

す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た

（
１７
）

。『
有
為
会
雑
誌
』
は
明
治
二
十
二

年
十
二
月
十
四
日
に
創
刊
さ
れ
た
月
刊
誌
で
あ
り
、
毎
年
年
末

号
近
く
に
会
員
名
簿
が
載
せ
ら
れ
る
。
会
員
で
あ
れ
ば
、
県
内

外
に
在
住
す
る
多
く
の
者
の
動
向
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
名
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
伊
藤
は
有
為
会

に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
正
法
塾
の

後
に
福
島
県
で
警
察
官
に
な
っ
た
の
か
、
山
形
県
に
戻
り
警
察

官
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
全
く
違
う
職
業
に
就
い
た
の
か

は
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。

３

五
大
法
律
学
校
の
広
告
合
戦

会
津
法
律
学
校
の
記
事
や
広
告
は
、
前
述
し
た
通
り
明
治
三

十
一
年
ま
で
し
か
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
で
は
、
他
の
法
律
学

校
の
広
告
な
ど
は
『
米
澤
新
聞
』
で
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
ろ
う
か
。

明
治
三
十
二
年
に
私
立
学
校
令
が
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
私
立

学
校
は
学
校
運
営
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ

れ
は
東
京
に
あ
っ
た
法
律
専
門
学
校
に
も
影
響
し
て
お
り
、
各

学
校
は
学
校
興
隆
の
た
め
に
そ
れ
ま
で
の
学
校
運
営
方
針
や
経

営
方
針
を
変
更
す
る
向
き
が
あ
っ
た
。
明
治
十
年
代
に
設
立
さ

れ
、
同
二
十
年
代
に
特
別
監
督
学
校
と
し
て
優
位
性
が
あ
っ
た

五
大
法
律
学
校
も
例
外
で
は
な
く
、
様
々
な
工
夫
を
し
て
学
生

獲
得
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
朝
日

新
聞
を
は
じ
め
と
す
る
大
新
聞
に
広
告
は
出
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
な
情
勢
で
、
地
方
学
生
の
獲
得
を
目
指
し
て
、
地
方
新

聞
に
も
広
告
を
出
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
と
も
と
、
会
津
法
律
学
校
に
つ
い
て
の
記
事
・
広
告
を
確

認
す
る
こ
と
が
調
査
の
目
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、『
米
澤

新
聞
』
を
見
る
と
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
在
京
の
五
大
法
律
学

校
が
出
し
た
多
く
の
広
告
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
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備考
司法省指定文部省認可 私立
司法省指定 私立
本文記事

本文記事
明治法律学校出版部講法會
司法省指定文部省認可 私立

司法省指定文部省認可 私立
東京専門学校出版部

司法省指定文部省認定 私立
司法省指定文部省認定 私立
明治法律学校出版部講法會

司法省指定 私立

司法省指定文部省認定 私立
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
司法省指定 私立
校長 菊地武夫
司法省指定 私立
司法省指定文部省認定 私立
司法省指定文部省認定 私立
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
司法省指定文部省認定 私立
校長 岸本辰雄
明治法律学校出版部講法會
明治法律学校出版部講法會
明治法律学校出版部講法會
司法省指定 私立
東京専門学校出版部
第４面の約７割占

明治法律学校出版部講法會
明治法律学校出版部講法會
司法省指定 私立
明治法律学校出版部講法會

内容
広告 校外生募集
広告 入学生臨時募集、在外員募集
記事 東京専門学校学生募集
広告 校内生・校外生募集
記事 東京専門学校職員変更
広告 出版広告
広告 校内生・校外生募集
広告 高等予科 入学試験
広告 新講義録
広告 出版広告
広告 学生募集
広告 講習生募集
広告 学生募集・校外生募集
広告 出版広告
広告 高等予科 入学試験
広告 高等予科 入学試験
広告 出版広告 講義録
広告 学生募集 高等予科含
記事 東京専門学校の改善
広告 学生募集 高等予科含
広告 地方入試

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 入学生募集・校外生募集

広告 入学生募集・校外生募集
広告 生徒募集（理財科）
広告 生徒募集（理財科）

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 学生募集入学試験・校外生募集

広告 校外生募集
広告 校外生募集
広告 出版広告
広告 在外員募集・在院生募集

広告 校外生募集

広告 校内生・校外生募集
広告 校外生募集
広告 出版広告 講義録
広告 在外員募集・在院生募集
広告 校外生募集

学校名
和仏法律学校
東京法学院
東京専門学校
東京専門学校
東京専門学校
明治法律学校
明治法律学校
東京専門学校
和仏法律学校
東京専門学校
東京専門学校
和仏法律学校
明治法律学校
明治法律学校
東京専門学校
東京専門学校
和仏法律学校
東京専門学校
東京専門学校
東京専門学校
明治法律学校

明治法律学校

明治法律学校

明治法律学校

東京法学院

東京法学院
専修学校
専修学校

明治法律学校

明治法律学校

明治法律学校

明治法律学校
明治法律学校
明治法律学校
東京法学院

東京専門学校

東京専門学校
明治法律学校
明治法律学校
東京法学院
明治法律学校

年月日
明治３３．１．１７
明治３３．１．２４
明治３３．２．４
明治３３．２．４
明治３３．２．１６
明治３３．２．２８
明治３３．３．１３
明治３３．３．１７
明治３３．４．２２
明治３３．５．３
明治３３．６．２６
明治３４．１．９
明治３４．１．１５
明治３４．３．８
明治３４．３．１２
明治３４．３．２８
明治３４．７．３０
明治３４．８．１
明治３４．８．３
明治３４．８．４
明治３４．８．６

明治３４．８．６

明治３４．８．９

明治３４．８．１１

明治３４．８．１３

明治３４．８．１６
明治３４．８．１８
明治３４．８．２０

明治３４．９．１

明治３４．９．５

明治３４．９．８

明治３４．９．１４
明治３４．９．１７
明治３４．９．１９
明治３４．９．２２

明治３４．９．２７

明治３４．１０．５
明治３４．１０．８
明治３４．１０．９
明治３４．１１．１６
明治３４．１１．２８

表１ 明治３３・３４年の「米澤新聞」に掲載された五大法律学校の記事・広告
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こ
こ
で
は
、
五
大
法
律
学
校
が
ど
の
よ
う
な
広
告
を
出
し
て
、

地
方
学
生
の
確
保
を
目
論
ん
で
い
た
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

（
１
）
五
大
法
律
学
校
の
広
告

五
大
法
律
学
校
が
出
し
た
広
告
に
つ
い
て
、
ま
と
め
た
も
の

が
表
１
で
あ
る
。
年
度
は
、
明
治
三
十
三
年
・
三
十
四
年
の
二

年
間
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
三
十
三
年
の
七
月
か
ら
十
二
月
は

欠
け
て
い
た
た
め
、
そ
の
間
に
つ
い
て
は
確
認
が
と
れ
て
い
な

い
（
１８
）

。資
料
確
認
の
取
り
こ
ぼ
し
の
可
能
性
は
あ
る
が
、
確
認
で
き

た
記
事
・
広
告
は
四
十
一
に
及
ん
だ
。
広
告
の
数
の
多
い
順
に
、

気
に
な
っ
た
点
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。

�
明
治
法
律
学
校
（
現
・
明
治
大
学
）
十
七
件

明
治
三
十
三
年
で
は
二
件
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
同
三
十
四
年

に
は
他
校
を
圧
倒
す
る
勢
い
で
広
告
が
出
さ
れ
て
い
る
。
出
版

物
に
関
す
る
広
告
は
同
校
の
出
版
部
講
法
会
が
出
し
て
い
る
が
、

講
義
録
に
つ
い
て
の
広
告
の
場
合
、
校
外
生
（
通
信
教
育
）
獲

得
も
兼
ね
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
多
く
の
広
告
の
う
ち
、

特
に
興
味
深
い
も
の
と
し
て
【
資
料
７
】

（
１９
）

【
資
料
８
】

（
２０
）

を
あ
げ

る
。

資
料
７

資
料
８
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ま
ず
【
資
料
７
】
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
校
が
学
生
・
校
外

生
を
募
集
す
る
た
め
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
校
は
何
度
も

学
生
募
集
の
広
告
を
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
広
告
は
一
味
違
う

も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
卒
業
生
・
在
学
生
で
官
省
の

試
験
に
及
第
し
た
者
と
そ
の
氏
名
・
出
身
県
を
表
示
し
て
い
る
。

試
験
は
「
判
事
検
事
登
用
試
験

及
第
者
総
数
七
十
八
名
の

内
」
と
し
て
三
十
名
の
名
を
、「
辯
護
士
試
験
及
第
者

及
第

者
総
数
四
十
六
名
の
内
」と
し
て
十
六
名
の
名
を
、
そ
し
て「
文

官
高
等
試
験
及
第
者
」
二
名
と
「
海
軍
少
主
計
候
補
者
試
験
及

第
者
」
一
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
判
事
検
事
登
用
試
験
と
文
官

高
等
試
験
の
合
格
者
に
山
形
県
出
身
者
の
名
が
み
え
る
の
で
、

こ
れ
は
良
い
宣
伝
効
果
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。【

資
料
８
】
は
、
入
学
試
験
の
案
内
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
。

明
治
法
律
学
校
入
学
試
験

来
る
八
月
廿
五
日
、
本
校
校
友
会
山
形
県
山
形
市
旅
籠

町
佐
藤
治
三
郎
方
に
於
て
、
入
学
試
験
挙
行
候
。
志
願

者
は
同
日
午
後
一
時
、
同
氏
方
へ
筆
紙
墨
携
帯
出
頭
可

被
致
事
。
校
則
入
用
の
向
は
、
本
校
へ
通
知
次
第
発
送

す
。

明
治
卅
四
年
八
月

（
以
下
、
略
）

（
読
点
は
筆
者
が
加
筆
）

こ
れ
は
、
校
友
会
会
員
の
自
宅
で
、
今
で
い
う
地
方
入
試
を

行
う
旨
の
広
告
で
あ
る
。
同
じ
日
の
同
じ
面
に
、
明
治
法
律
学

校
の
広
告
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
地
方

入
学
試
験
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、「
地
方
在
住
者
に
し
て
本

校
へ
入
学
志
願
者
の
為
め
、
各
府
縣
に
於
て
入
学
試
験
を
行
ふ
、

其
場
所
及
日
時
は
豫
め
各
府
縣
新
聞
に
之
を
廣
告
す
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
他
の
府
県
の
地
元
紙
な
ど
に
、

同
様
の
広
告
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

�
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早
稲
田
大
学
）
十
三
件

十
三
件
の
う
ち
、
本
文
記
事
が
二
件
あ
る
こ
と
が
、
他
校
と

異
な
る
点
で
あ
る
。
東
京
専
門
学
校
と
『
米
澤
新
聞
』
の
関
係

性
を
伺
わ
せ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

記
事
の
中
で
も
興
味
深
い
も
の
を
以
下
に
出
し
て
み
る

（
２１
）

。

●
東
京
専
門
学
校
学
生
募
集

東
京
牛
込
早
稲
田
の
同
校
は
本
紙
広
告
欄
に
あ
る
如
く
、

今
回
全
部
徴
兵
令
の
特
典
を
受
け
た
る
を
以
て
、
来
二

月
廿
日
通
常
学
生
募
集
と
同
時
に
其
入
学
試
験
を
執
行
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す
る
由
な
る
か
。
爾
来
同
校
は
漸
く
整
頓
し
、
文
学
部

は
文
学
者
を
養
成
す
る
と
共
に
、
昨
年
文
部
大
臣
の
認

可
を
経
て
相
当
の
資
格
を
有
し
卒
業
し
た
る
者
に
は
中

学
師
範
学
校
等
の
教
員
免
許
状
を
与
へ
ら
れ
、
法
学
部

は
数
年
前
大
改
善
を
施
し
、
有
為
の
博
士
学
士
教
授
の

任
に
當
り
た
る
の
結
果
、
入
学
制
の
数
も
増
加
し
、
卒

業
後
の
成
績
も
頗
る
良
好
に
て
、
昨
年
の
判
検
事
辯
護

士
試
験
の
如
き
受
験
比
例
は
第
一
位
を
占
め
た
り
と
云

う
。
又
、
今
回
校
外
生
も
募
集
せ
る
か
、
聞
く
處
に
依

れ
は
講
義
録
は
昨
年
十
月
以
来
、
購
修
年
度
を
二
年
に

改
め
紙
数
を
増
加
し
、
世
の
講
義
録
の
弊
害
た
る
課
目

未
完
の
憂
を
除
き
、
附
録
の
英
語
講
義
は
斬
新
の
方
法

を
用
ゐ
既
に
十
二
號
発
行
し
た
る
由
な
る
か
。
世
の
好

評
を
博
し
、
申
込
者
平
年
に
倍
す
と
云
ふ
。

（
句
読
点
は
筆
者
が
加
筆
）

こ
れ
は
、
明
治
三
十
三
年
二
月
四
日
の
記
事
で
あ
る
。

学
校
の
改
革
内
容
を
記
事
と
し
て
伝
え
て
い
る
の
は
、
前
述

し
た
米
沢
の
丁
酉
義
塾
以
外
で
は
、
東
京
専
門
学
校
だ
け
の
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
徴
兵
猶
予
の
特
典
、
文
学
部
に
お
け
る
教
員

免
許
状
授
与
の
こ
と
な
ど
の
宣
伝
内
容
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
ま

た
、
法
学
部
に
関
し
て
は
、
判
事
・
検
事
・
弁
護
士
の
試
験
で

は
好
成
績
を
あ
げ
た
こ
と
を
謳
い
上
げ
て
お
り
、
前
述
の
明
治

法
律
学
校
同
様
、
試
験
合
格
者
を
多
く
出
し
て
い
る
こ
と
を
誇

示
し
て
い
る
。
広
告
宣
伝
で
あ
れ
ば
当
然
か
も
し
れ
な
い
が
、

記
事
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
覚
え
た
の
は
私
だ

け
で
あ
ろ
う
か
。

【
資
料
９
】

（
２２
）

は
広
告
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
じ
年
の
六
月
の

も
の
で
あ
る
。
七
月
二
十
日
・
九
月
五
日
に
各
学
部
が
入
学
試

験
を
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
月
に
入
試
を
行
い
、
ま
た

七
月
・
九
月
に
も
入
試
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
時
代
、
帝
国
大
学
や
専
門
学
校
は
九
月
入
学
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
記
事
に
あ
る
入
試
は
臨

時
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
よ
り
確
認
が
必
要
な
項
目

か
と
思
わ
れ
る
。

資
料
９
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�
東
京
法
学
院
（
現
・
中
央
大
学
）
五
件

数
は
少
な
い
が
、
興
味
深
い
広
告
が
出
て
い
る
。
そ
の
一
つ

が
、
明
治
三
十
三
年
一
月
に
出
さ
れ
た
広
告
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
、「
入
学
生
臨
時
募
集
」
と
あ
る
。
試
験
日
は
二
月
二
十
四

日
に
行
う
と
あ
り
、
前
述
し
た
東
京
専
門
学
校
の
試
験
日
と
も

か
な
り
近
い
。
両
校
共
に
臨
時
の
入
試
を
行
っ
て
い
た
と
な
る

と
、
他
の
学
校
で
も
行
わ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

な
お
、
明
治
三
十
四
年
の
二
月
に
は
、
東
京
法
学
院
も
東
京
専

門
学
校
も
入
試
に
関
す
る
広
告
を
出
し
た
形
跡
は
な
か
っ
た
。

三
十
三
年
だ
け
、
特
殊
事
情
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、【
資
料
１０
】

（
２３
）

は
、
明
治
三
十
四
年
九
月
に
行
わ
れ
る
試

験
に
つ
い
て
の
最
終
広
告
で
あ
る
。
同
年
八
月
に
も
広
告
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
広
告
を
出
し
た
こ
と

が
わ
か
る
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

�
和
仏
法
律
学
校
（
現
・
法
政
大
学
）
四
件

数
的
に
は
前
記
し
た
東
京
法
学
院
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、

四
件
の
広
告
は
す
べ
て
、
講
義
録
に
関
す
る
も
の
な
ど
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
校
外
生
の
募
集
広
告
で
あ
る
。【
資
料
１１
】

（
２４
）

は
そ

の
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。
校
長
・
富
井
政
章
、
理
事
・
梅
謙

資
料
１０

資
料
１１
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次
郎
の
記
載
が
あ
り
、
当
代
の
有
力
法
律
家
の
名
前
を
宣
伝
効

果
に
使
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
他
校

が
出
し
て
い
る
よ
う
な
入
学
試
験
に
関
す
る
広
告
が
な
ぜ
無
い

の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
見
落
と
し
も
あ
り
え
る
の
で
、
更

な
る
確
認
が
必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

�
専
修
学
校
（
現
・
専
修
大
学
）
二
件

専
修
学
校
は
こ
の
時
期
、
五
大
法
律
学
校
の
中
で
は
唯
一
、

法
律
科
の
募
集
を
停
止
し
て
い
た
た
め
、「
理
財
科
」
の
み
の

募
集
と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
募
集
直
前
に
二
回
に
わ
た
っ
て
広

告
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
二
回
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
る

【
資
料
１２
】

（
２５
）

。
九
月
十
六
日
開
校
（
こ
の
日
は
現
在
で
も
学
校
創

立
記
念
日
で
あ
る
）
と
あ
る
が
、
入
学
試
験
は
九
月
八
日
お
よ

び
二
十
二
日
と
二
回
あ
り
、
開
校
日
を
ま
た
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
広
告
で
は
他
校
に
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

「
校
友
諸
君
に
告
」
と
し
て
、
校
友
名
簿
の
訂
正
が
あ
る
者
に

つ
い
て
は
学
校
側
に
通
知
せ
よ
と
あ
り
、
卒
業
生
に
向
け
て
の

連
絡
事
項
が
兼
ね
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
考
察

以
上
、
五
大
法
律
学
校
の
そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
が
垣
間
見
ら
れ

る
広
告
の
一
部
を
挙
げ
て
み
た
が
、
五
校
に
共
通
す
る
こ
と
は

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

共
通
し
て
み
ら
れ
る
も
の
は
、
広
告
文
の
中
に
「
徴
兵
猶

予
」
の
文
言
が
あ
る
こ
と
か
と
思
う
。
特
別
監
督
学
校
に
指
定

さ
れ
た
際
に
、
こ
れ
は
大
き
な
事
象
で
あ
っ
た
か
ら
、
広
告
に

書
き
入
れ
ら
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
か
と
思
う
。
逆
に
言
え
ば
、

徴
兵
猶
予
を
得
た
い
、
経
済
的
に
そ
こ
そ
こ
恵
ま
れ
て
い
る
学

生
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
広
告
を
目
に
す
る
こ
と
は
チ
ャ
ン

資
料
１２
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ス
と
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

五
校
す
べ
て
で
は
な
い
が
共
通
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

に
、
学
校
名
の
前
に
「
司
法
省
指
定
、
文
部
省
認
定
」
と
い
う

文
言
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
明
治
法

律
学
校
、
和
仏
法
律
学
校
、
専
修
学
校
で
見
ら
れ
る
。
東
京
法

学
院
は
「
司
法
省
指
定
」
の
み
を
入
れ
て
お
り
、
前
三
校
と
は

違
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
一
方
で
司
法
省
・
文
部
省
の
文

言
を
全
く
入
れ
て
い
な
い
の
が
東
京
専
門
学
校
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
が
、
自
分
た
ち
の
立
ち
位
置
を
ど
の
よ
う
に
と
ら

え
て
い
た
の
か
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

そ
の
他
、
学
校
長
な
ど
の
名
前
を
記
す
こ
と
も
多
く
行
わ
れ

て
い
る
。
明
治
法
律
学
校
で
あ
れ
ば
岸
本
辰
雄
、
和
仏
法
律
学

校
で
あ
れ
ば
富
井
政
章
、
東
京
法
学
院
で
あ
れ
ば
菊
地
武
夫
と

い
う
よ
う
に
、
各
学
校
の
看
板
教
員
が
広
告
文
内
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
教
員
は
、
現
在
で
も
明
治
期
の
法
律
家
と

し
て
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
当
時
と
し
て
も
そ
の
名
を
世
に
知

ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

４

む
す
び
に
か
え
て

会
津
法
律
学
校
の
開
校
に
つ
い
て
は
、
未
だ
会
津
の
地
で

は
っ
き
り
と
し
た
資
料
を
見
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
隣
接

地
で
あ
る
米
沢
の
地
で
は
っ
き
り
見
ら
れ
た
こ
と
が
、
今
回
の

調
査
で
判
明
し
た
。
会
津
法
律
学
校
の
不
明
な
部
分
の
一
部
を

埋
め
る
こ
と
は
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
同
じ
法
律
学
校
と
い
う
枠
組
み
で
は
、
東
京
の
五
大

法
律
学
校
が
、
遠
隔
地
で
あ
る
米
沢
に
お
い
て
、
地
方
新
聞
で

あ
る
『
米
澤
新
聞
』
に
多
く
の
学
校
宣
伝
広
告
を
掲
載
し
て
い

た
こ
と
も
確
認
で
き
た
。
現
在
、
各
大
学
に
お
い
て
積
極
的
に

進
め
ら
れ
て
い
る
自
校
史
調
査
に
も
還
元
で
き
る
事
実
で
あ
る

か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
調
査
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
点
も

多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
新
た
な
課

題
も
出
て
き
て
い
る
。

ま
ず
、
一
つ
目
と
し
て
は
、
会
津
法
律
学
校
の
開
校
広
告
は

『
米
澤
新
聞
』
以
外
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ

る
。こ

の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
、
明
治
三
十
年
代
前
半
の
、
会

津
地
方
を
取
り
囲
む
地
域
で
発
行
さ
れ
て
い
た
地
方
新
聞
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
特
に
、
会
津
法
律
学
校
に
は
福
島
県

全
域
か
ら
生
徒
が
来
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
一
度
、
福

島
民
友
新
聞
（
明
治
二
十
八
年
創
刊
）
や
福
島
民
報
新
聞
（
明

治
二
十
五
年
創
刊
）
を
丹
念
に
確
認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ

う
。
ま
た
、
福
島
県
と
山
形
県
以
外
で
は
、
新
潟
県
・
茨
城
県
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・
栃
木
県
の
三
県
に
つ
い
て
も
、
生
徒
が
い
た
実
績
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
調
査
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
つ
目
と
し
て
、『
米
澤
新
聞
』
の
記
事
に
あ
っ
た
安
西
與

四
郎
の
刑
法
の
本
に
つ
い
て
の
確
認
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、

今
迄
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
会
津
図
書
館
・
国
会
図
書
館
に
は

存
在
し
て
い
な
い
。
本
当
に
出
さ
れ
て
い
た
の
か
、
あ
っ
た
と

す
る
出
版
紹
介
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
、
更
に
確
認
が
必

要
で
あ
る
。

三
つ
目
と
し
て
、
五
大
法
律
学
校
が
出
し
て
い
た
広
告
は
、

本
論
で
確
認
を
し
た
後
の
時
期
、
つ
ま
り
明
治
三
十
五
年
以
降

は
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
に
は
専
門
学
校
令
が
出
さ
れ
、
資
力
に
乏
し
い

中
小
の
専
門
学
校
は
廃
校
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
が
、
五
大
法

律
学
校
は
宣
伝
合
戦
を
繰
り
広
げ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
学
生
獲

得
の
為
に
も
、
地
方
へ
の
宣
伝
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
か
ら
、
広
告
は
多
く
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
出
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
、
確

認
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
当
時
す
で
に
あ
っ
た
法
律
学
校
の
広
告
が
こ
こ
で

は
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
考
察
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
日
本
法
律
学
校
（
現
・
日
本
大
学
）
の
広
告
は
、
今
回
確

認
し
た
中
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
無
い
の
か
、
こ
れ
も

重
要
な
点
か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
点
を
、
今
後
の
課
題
と
し
て
提
示
し
た
い
。

註（
１
）
『
会
津
若
松
史

第
六
巻
』
二
三
八
頁
、
会
津
若
松
史
出
版
委
員

会
、
一
九
六
六
年
。

（
２
）

拙
稿
「
会
津
法
律
学
校

―
そ
の
設
立
か
ら
廃
止
ま
で
―
」（『
専

修
総
合
科
学
研
究

第
十
九
号
』、
専
修
大
学
緑
鳳
学
会
、
二
〇
一

一
年
）、「
会
津
法
律
学
校
校
長
・
安
西
與
四
郎
に
つ
い
て
」（『
歴
史

春
秋
』
第
八
十
一
号
、
会
津
史
学
会
、
二
〇
一
五
年
）、「
会
津
法
律

学
校
事
務
員
・
佐
藤
四
郎
氏
の
事
」（『
歴
史
春
秋
』
第
八
十
五
号
、

会
津
史
学
会
、
二
〇
一
八
年
）。

（
３
）

米
沢
氏
の
市
立
図
書
館
（
郷
土
資
料
室
）
で
は
、
明
治
三
十
年
代

か
ら
の
『
米
澤
新
聞
』
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
て
お
り
、
容
易
に
検
索
・
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、『
米
澤
新
聞
』
は
明
治
十

二
年
に
創
刊
さ
れ
た
米
沢
の
地
域
新
聞
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
た

た
り
、
惜
し
く
も
二
〇
二
一
年
に
廃
刊
と
な
っ
た
。

（
４
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
年
九
月
二
十
五
日
、
第
四
面
。

（
５
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
年
八
月
十
一
日
、
第
四
面
。

（
６
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
年
十
一
月
十
四
日
、
第
四
面
。
総
裁
・

小
松
宮
妃
殿
下
、
副
総
裁
・
鍋
島
侯
爵
夫
人
の
他
、
講
師
陣
に
は
女

子
高
等
師
範
学
校
・
華
族
女
学
校
・
三
輪
田
高
等
女
学
校
な
ど
の
教

員
の
名
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
錚
々
た
る
メ
ン
バ
ー
が
か
か

わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
の
広
告
か
ら
わ
か
る
。
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（
７
）（
８
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
四
月
五
日
、
第
二
面
の
記
事

内
。
丁
酉
義
塾
の
他
に
も
夜
間
に
開
設
す
る
私
学
は
見
ら
れ
る
が
、

広
告
量
の
多
さ
、
記
事
と
し
て
の
扱
わ
れ
方
は
丁
酉
義
塾
が
他
を
抜

き
ん
出
て
い
る
。

（
９
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
四
月
五
日
、
第
三
面
。
特
別
広
告

で
あ
る
。
本
来
は
二
段
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
読
み
や
す
さ
か
ら
一

段
に
し
た
。

（
１０
）

味
噌
や
醤
油
な
ど
の
宣
伝
広
告
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
か

ら
続
く
地
域
経
済
の
な
ご
り
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
１１
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
年
九
月
二
十
三
日
、
第
三
面
。

（
１２
）

前
掲
（
２
）「
会
津
法
律
学
校
校
長
・
安
西
與
四
郎
に
つ
い
て
」。

（
１３
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
第
三
面
。

（
１４
）
『
米
澤
新
聞
』
の
記
事
に
は
、
中
央
政
界
に
関
係
す
る
も
の
が
多

く
あ
り
、
特
に
大
隈
重
信
に
関
す
る
記
事
は
多
い
。
新
聞
を
発
行
す

る
人
物
た
ち
が
大
隈
に
近
い
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
新
聞
そ
の

も
の
の
研
究
も
必
要
か
と
思
わ
れ
る
。
大
隈
と
の
関
係
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
大
隈
の
作
っ
た
東
京
専
門
学
校
と
近
し
い
関
係
に
あ
っ
た（
会

津
法
律
学
校
の
校
長
で
あ
る
安
西
も
、
東
京
専
門
学
校
文
科
卒
で
あ

る
）
と
も
考
え
ら
れ
、
記
事
に
な
り
や
す
か
っ
た
と
い
う
推
測
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
１５
）

六
回
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
一
番
状
態
の
よ
さ
そ
う
な

十
一
月
二
十
七
日
の
も
の
を
使
用
し
た
。

（
１６
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
、
第
四
面
。

（
１７
）

有
為
会
と
は
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
、
旧
米
沢
藩
出
身

の
伊
東
忠
太
（
建
築
家
）
ら
在
京
学
生
六
人
が
発
起
人
と
な
り
結
成

さ
れ
た
団
体
が
も
と
で
あ
る
。
山
形
県
置
賜
地
方
の
奨
学
育
英
、
産

業
・
文
化
振
興
と
会
員
親
睦
を
目
的
と
し
た
出
身
者
・
在
住
者
に
よ

る
親
睦
団
体
で
あ
り
、
現
在
も
米
沢
有
為
会
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

（
１８
）

米
沢
市
立
図
書
館
の
郷
土
資
料
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
新
聞
資
料

で
は
、
明
治
三
十
三
年
七
月
〜
十
二
月
は
欠
と
な
っ
て
い
る
。

（
１９
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
一
月
十
五
日
、
第
四
面
。

（
２０
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
八
月
六
日
、
第
四
面
。

（
２１
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
二
月
四
日
、
第
三
面
、
記
事
。

（
２２
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
三
年
六
月
二
十
六
日
、
第
四
面
。

（
２３
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
九
月
二
十
二
日
、
第
四
面
。

（
２４
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
七
月
三
十
日
、
第
四
面
。

（
２５
）
『
米
澤
新
聞
』
明
治
三
十
四
年
八
月
二
十
日
、
第
四
面
。
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